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少させた(本製材群：15% vs 無処置群：69%, p = 0.002)。また、コントロールであるSeprafilm®の腹膜
癒着範囲は35%の減少率であった(Seprafilm®群：59% vs 無処置群：90%, p = 0.11)。その結果、本製
材は Seprafilm®と比べて癒着防止効果が有意に高いことが明らかとなった(本製材群：77.6% vs 

























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成３１年２月２５日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：   年   月   日 以降 
